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① 事業所紹介

② 提供サービス内容の説明

③ にのみやシニア・フィットネスの特色



●医療機関の運営
●介護サービス事業所運営

●地域創り事業の展開

使命
医療と介護の切れ目のない連携を第一に考え、

地域社会に安心を提供し続けます。

・・・診療所
・・・デイサービス・デイケア（通所系）

特別養護老人ホーム・GH(入所系）
訪問看護・訪問介護（訪問系）

・・・フードバンク事業・講師派遣・出張講座

グループ全体でライフシーンに合わせた
医療＆介護サポート



通所サービス ⑧

にのみやシニア・フィットネス

デイサービス・アネックス

デイサービスセンターみた

デイサービスセンターなごみの郷

デイサービスセンターなごみの郷可部

デイサービスセンターなごみの郷亀山

デイケアなごみ

デイケアそよかぜ（医療・介護）

訪問サービス ⑤
施設サービス ④

二宮内科

中岡内科

三田クリニック

にのみや往診クリニック

二宮内科高陽クリニック

可部訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝなずな

訪問看護ステーションなずな可部南

なごみの郷訪問看護ステーション

にのみや訪問介護事業所

なごみの郷訪問介護事業所

医療機関 ⑤

特別養護老人ホームなごみの郷

ケアハウス・なごみの郷

グループホーム・なごみの郷

短期入所生活介護なごみの郷

居住サービス③

ラシュールメゾンやすらぎ

バリエメゾンにじ

メゾンクレアなごみ





「健康への意識が変わる」
運動・栄養・医療

プラス仲間づくりからアプローチ

＜ コンセプト ＞





介護レベル別 年代別

性別

平成３０年５月



管理栄養士

看護師 健康運動
実践指導者

介護福祉士

健康運動
指導士



にのみやシニア・フィットネス

プログラム

体温・血圧の測定
（自動血圧計を設置）

① ストレッチ
② 負荷をかけた体操
③ 少し強度のある体操
④ リラックス効果のある

もの
４部構成



マシン

● ボディリペアⅡ ×５種類
● トレッドミル
● ニューステップ
● 自転車エルゴメーター

×３台

計１０台



≪ショルダーリンク≫

肩・背中を中心とした
深層筋群の連動・強化

≪レッグリンク≫

大腿部を中心とした
深層筋群の連動・強化

≪ロウリンク≫

胸・背中を中心とした
深層筋群の連動・強化

≪コキシアリンク≫

股関節を中心とした
深層筋群の連動・強化

① ②

③ ④



≪エアロバイク≫ ≪ニューステップ≫ ≪トレッドミル≫

● １０分を目安に実施（その人の様子を見ながら）。
● 負荷量１０～２５０ｗ ３０～４０ｗ。
● 時間に慣れてきたら負荷を上げる。
● トータル２０分以上を目指す。



にのみやシニア・フィットネス

プログラム

体温・血圧の測定
（自動血圧計を設置）

① ストレッチ
② 負荷をかけた体操
③ 少し強度のある体操
④ リラックス効果のある

もの
４部構成



スタジオプログラム

● ストレッチ
● ボール体操
● セラバンド
● ダンベル
● スクエアステップ
● 簡単エアロビクス
● チェアビクス
● マットで体幹トレーニング
● バランスディスク
● ストレッチポール

スクエアステップ
指導員の資格を
持った職員が指導

ベーシックインストラクターの
資格を持った職員



● 参加されている利用者様の表情。

● 曜日によってレベルが異なるため、
合わせた内容にする。

● なるべく分かりやすい表現でポイントを
伝える。

● 真面目にやりすぎない。



<下肢伸展器具>
●柔軟性が乏しい方。
●脚がつりやすい方。
○運動の前後３分。
○隙間時間に。





要支援１ 70歳 男性

利用開始から４ヶ月は週１回のトレーニング実施、
５ヶ月目から週２回に増やしてトレーニングの強化をはかり
徐々にレベルがアップしている。

9 レベル 20 レベル 20 レベル 8 レベル

利用者様からのご意見

現在の負荷レベル

運動することに慣れてきたら、週一回では
間が空きすぎだと感じるようになった。



利用開始からの３ヶ月 ４ヶ月目からの３ヶ月

７ヶ月目からの３ヶ月 １０ヶ月目からの３ヶ月



●体脂肪量
●部位別筋肉量
●部位別脂肪量
●骨量
●水分量

過去の自分と見比べる
事が出来る。

↓
問題点を抽出できる



尿漏れの相談があり、
健康運動実践指導者が
予防体操の指導を行う様子。

歩行状態の改善のため、
理学療法士から出された
自主トレメニューを実施する
様子。
職員と動作確認しながら行う。



← 言語聴覚士による
口腔講座

管理栄養士による
栄養相談 →



対象者：
介護保険での利用者様限定

実施者：介護職員

料金：サービス
（希望者に実施）

頻度：不定期

●身体状況を知る事が出来る
貴重な機会。

●皮膚状態の把握、保湿ケア。
爪切りなど。

●１対１で話ができる。



地域の体操教室やいきいきサロン、大学（学生に
向けて）から、講師依頼をいただいています。



「今は教えてもらいながらだから出来るけど、
家に帰ったら覚えてないからできない。」

それなら・・・！
プリントでの情報提供



日総研から
販売中

地域包括
支援センターと

スポーツ系
専門学校と

音楽系・デザイン系
大学と



● 身体を動かすことが習慣になった。
（休むと身体がなまる）

● 階段の上り下りが楽になった。

● 「姿勢がよくなったね！」と近所の人に
言われた。

● 友達ができた！



「健康への意識が変わる」
運動・栄養・医療

プラス仲間づくりからアプローチ

＜ コンセプト ＞

アプローチの仕方も千差万別



ご静聴ありがとうございました


